








































バロ y ク都市のプランを Romeを対象として分析し、その特徴を次の5
点に整理している。4)
1. Axis and Symmetry (軸と対称)
2. Movement and Volume (動きと量感)
3. Unification and Perspective (統一性と見透し)
4. Animated Architecture (活気に富んだ建築物)






Piazza S. Maria della Pace， Piazza di S. Ignazioを例として、その
具体的な手法が纏説されている。この両者は無関係ではなく、相互作用の
もとに成り立つものである。






べられ，それが visualand emotional excitementをもたらす、とす
る。さらに idealinstrument of city planningとしての泉の効用につい
て、具体例を適宜あけ.つつ、論がすすめられていく。著者の言葉を借りれ
ば、“Baroquecity planning is unthinkable without fountains， 










ように思われる。以下、 perspective、広場 (RomeのPiazza，Salzburg 
















この中世都市は gridplanを有していたが、 1622年に Tillyによって破
壊され、第2の都市は1648年に同じプランをもって発生した。新しい移住
民(オランダ人、ワルーン人、フランスからのユグノー教徒たち〉が招き


























中世都市 Salzburgに徹底的改変を加えたのが Wolf Dietrich von 










Peter (聖ベテロ修道院)、 Domkapitel(司教座教会参事会)、 Nonnberg
(ノンベルク修道院〉があげられ、都市域を3分割していた。12)それに対






それ故彼は ))Grunderdes barocken Salzburg((と呼ばれたりするのだ
が、その都市改造に決定的 impactを与えたのが、 1603"""'04年に実現し














図2 Salzburg (1612年)(G. W. Seunigによる〉
①今日の AlterMarkt ②今日の Waagplatz
③今日の Mozartplatz ④今日の Residenzplatz
⑤今日の Domplatz ⑥今日の Kapitelplatz
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写真1 MODELL DER ST ADT SALZBURG 1M JAHR 1612 
疑いないo
Holzmodell auf Platte， 200 x 200 cm 
von Michael Konecny， nach Plan v. Georg W. Seunig. 1987 
(Salzburger Museum， 1992年8月撮影〉



























































教 GuidobaldThun (在位1654"""'68年〉によって、 Domのファサードを
とり囲む形で柱廊が建設され、成立した広場である。正確な長方形プラン
を有し、北部は Residenzと接する。 scaleは奥行 77m、間口 59mで
ある。21)
このように現在みられるすべての広場、あるいは Domは必ずしも
W olf Dietrichの治世下の時代に rootsを持つてはいない。しかしそこ





















く例2> Dom 南側の柱廊を抜けて Kapitelplatz に入ると、 Kapitel-
schwemmeとよばれる噴水と、 Hohensalzburg城24)が一望できる(写
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